
様式第１号 

 一人一人には それぞれかけがえのない「よさ＝光」がある。 

① 今、持っている「よさ」（光）を伸ばす、深める、広げる… 

② そうすることで、新たな「よさ」（光）となり、自分のものとなる。 

③ その自分自身に身に付いた「よさ」（光）を磨いて、自分らしく豊かに生きる。 

その姿が「自ら光る生徒」 

 

令和６年度 学校経営計画書 

 

学校番号 12 学 校 名 
静岡県立袋井特別支援学校 

磐田見付分校 
校 長 名 鈴木 滋夫 

 

１ 目指す学校像 

(1) 教育目標 

自ら光る生徒を育てる ～自分のよさを磨いて豊かに生きる～ 

 

 

 

 

 

 

(2) 目指す生徒像 

  ア 自分のよさを理解し、目的をもって意欲的に学び・働く高校生 

イ あいさつや望ましいコミュニケーションができる高校生 

ウ 仲間と協力できる高校生 

エ 最後までやり抜く気持ちと体力を身につけた高校生 

 

 (3) 目標具現化の柱 

ア 学びを支える環境をつくる。   （安心・安全） 

イ 学びを積み上げる授業をつくる。 （生徒主体の授業） 

ウ 学びを共に育てる連携をつくる。 （連携） 

 

２ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）＊「業務改善」についても記入する。 

   取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

学

び

を

支

え

る

環

境 

安

全

・

安

心

な

環

境 

未然防止の行動力と有

事への対応力をつけ

る。 

 

・健康及び安全に配慮した

学習環境を設定する。 

 

 

・校内事故０を目指し具体

的な予防策に取り組んだ

職員 100％ 

 

保健体育課 

生徒指導課 

学部 

各作業班 

・防災教育と結び付いた抜 

き打ちの防災訓練を実施

する。（年２回） 

・具体的事例を想定した緊

急時対応訓練を実施す

る。（年２回） 

・職員対象に引き渡し訓練

を実施する。 

・訓練後にマニュアルの見 

直し・修正を行う。 

・マニュアルを基本に、状

況に合わせた対応ができ

たと答える職員 100％ 

・有事の際の自分の役割や

行動を、具体的に想定す

ることができる職員

100％ 

 

 

 

生徒指導課 

保健体育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

より良い生活を送るた

めの健康と体力を育

む。 

・保健の年間指導計画に基

づき、養護教諭と連携し

て、実生活や将来の生活

に結び付けた授業を行

う。 

・授業内容を学年等で共有

し、実生活や将来の生活

に必要なことを個々の生

徒に働き掛けた職員

100％ 

保健体育課 

学部 



様式第１号 

働

く

環

境 

効率的な業務の遂行を

し、万全な体制を創る。 

・学年、学部、分掌の会議 

の効率化を図り、組織と   

して取り組む体制を創 

る。 

・資料事前提示、資料を事 

前に一読、会議終了時刻 

の明示をした職員 100％ 

 

各分掌課 

学部 

学

び

を

積

み

上

げ

る

授

業 

教

員

の

専

門

性

の

向

上 

教科学習の充実を図

る。 

・全体計画や年間指導計画

に基づき、生徒の実態に

合わせた判断基準を設定

し、授業を行う。 

 

 

 

・生徒の実態に合わせた判

断基準を基に授業を行っ

た職員 100％ 

 

・学習評価と授業評価をも

とに授業改善に取り組ん

だ職員 100％ 

教務課 

研修課 

教科部会 

学部 

職業の授業の充実を図

る。 

・キャリア教育の視点から

実践に結び付くように年

間指導計画を見直し、計

画的、段階的に授業を行

う。 

・キャリア教育の視点を取

り入れて授業を行った職

員 100％ 

 

 

研修課 

進路指導課 

教務課 

学部 

豊

か

な

人

間

性 

人権教育の充実を図

る。 

・教職員間、生徒間及び生

徒への適切な接し方につ

いて確認し合う機会を設

定する。 

 

 

・自他の人権意識を大切に

する態度や生徒の自己有

用感を高める指導ができ

たとする職員 100％ 

 

 

生徒指導課 

学部 

学

び

を

共

に

育

て

る

連

携 

磐

田

北

高 

生徒の自立する力を伸

ばす。 

 

・目的を明確にした交流及

び共同学習を行う。 

 

 

・生徒アンケートで、一緒

に楽しみ自信をもって活

動できたと回答する生徒

90％ 

教務課 

生徒指導課 

学部 

 

地 

 

域 

・地域とのつながりを

強める。 

・本校及び本校の教育

課程について周知す

る。 

・地域販売会やオープンス

クールを実施し、生徒が

学校、作業製品の特色や

魅力等を伝える場を設定

する。 

・生徒が自分の言葉で伝え

られるように支援した職

員 100％ 

 

 

運営委員会 

各作業班 

学部 

関

係

機

関 

関係機関との連携の強

化を図る。 

・個別の教育支援計画、移

行支援計画を活用し、卒

業後を見据えて、必要な

関係機関と連携を図る。 

・卒業後のことも含め、必

要な関係機関と連携を図

った職員 100％ 

 

進路指導課 

教務課 

学部 

 

 

家 

 

庭 

家庭との連携を図るた

め、情報を共有する。 

・生徒の授業の様子や進路

に関する情報を共有する

場を設ける。 

 

 

 

 

 

・連絡ノートを通じて、生

徒の授業での様子を月２

回以上伝えることができ

た職員 100％ 

・進路便り、面談等を通じ

て、現場実習前後に、進

路に関する情報を伝える

ことができた職員 100％ 

学部 

進路指導課 

教務課 

（記入上の留意点） 

 １(1)(2)の欄は、抽象的な理念にとどまらず、学校の特色を明解に表現すること。また、具体的な重点項目が外部にわ

かりやすいよう工夫して記載すること。 

 


